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史
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於
い
て
他
皮
，園
に
數
多
く
見
ち
れ̂
常
例
の
コT

ス
を
と
つ
て
お
^
、
取
り
立
て
て
問
題
と
す
べ
ぎ
と
と
も
な
い
が
、
惟
一
つ
的
な 

の
ば
そ
の
廉
し
い
瀑
カ
性
で
あ
石
。
百
姓
牛
馬.を
搦
め
と
つ
た
り
、■百
姓
..の家
宅
に
押
し
入
つ
て
、
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ミ
ミ
ヲ
キ
デ
，、
ス
ナ
ヲ
ソ
キ
、
力
‘ミ 

ヲ
キ
u
,
.
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:
u
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と
い
つ
た
繇
行
を
敢
て
し
た
ょ
う
な
地
頭
め
支
配
權
造
が
問
題
で
あ
名
ー
ぞ
れ
は

;1
:園
制
下
の
傅
統
的
鹤
名
に
立
ち
向6 

な
对
れ
ば
&
.ら
.な
い
、
.初
期
領
主
.制
の
必
然
の
姿
と
解
し
て.ょ
い
か
否
か
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第
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.に、は
こ
れ
と
關
連
し
て
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の
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形
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で
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.̂
:
農
民
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問
題
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な
現
象
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何
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芯
歷
史
的
性
格
女
有
す
名
名
の
で
あ
名
が
と
い
う
問
題
。
以
上
三
つ
，の
問
題

^
就
い
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何
等
か
の
解
決
へ
、の
乎
掛
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出
す
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し
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あ
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憾
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史
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史
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搬
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つ
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こ
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ら
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今
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山
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下
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各
皮
_
の
檢
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第
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判
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と
を
期
し
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茭
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ラ
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.ア
ゥ
ス
ト
ラ
グ
ア•の
い
ゥ
デ
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に
よ
つ
，て
同
め
.ら
れ
て
い
た
こ
の
セ
ニ 

ョ
ー
ル
こ
そ
は
、
ま
さ
に
ア
ゾ
，ト
，

.ル
ス
チ
オ
ネ̂
-
を
引
具
す
る
.
.フ
ラ
-
ゾ
ク
- 

の
最
火
の
.セ
ム
.ョ
ー
ル
、の
激
始
者
と
な.つ
た
0

’

チ
ス
ト
.
ゲ

ス

.
■
メ

彳

ザ

ー

は
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が

，

ル

大

帝

の

も

，

^
で

は

、
•
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公
a

、

梢

.
： 

.

b

、
及
び
首
長
.は
軍
役
に
あ
っ
た
、
丁
度̂1

R

敎
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敎
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師
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の
序
列
に
あ
’つ
た
と
.同
じ
よ
う
に」

C
M

olser, o
s

o-abrikkische' 

<5e.schicbte. I Band. 

w
. 

2
4
0
-
2
4
1
X

と
書
い
て
い
る
が
、
•フ
ラ
ン
ク 

,
の
國
家
篇
造
のz

e
n
e
y

C
C-&) 
■で
^
つ
た
フ
コ
フゾ

ネ
の
聖
職
潜
は
、
力 

-

口
リ
ン
ガ
ー
朝
で
は
ま
さ
に
政
版
、
軍
事
、
財
政
1

の
整
撤
輪
介
め
で
.

あ
る
。

(

も
つ
と

^
ト
ー
ル
の
グ
レ
ゴ
ル

‘は
、
.

「

ス
‘ラ
ン
ク
人
史」

一一

f

七 

.節
■で
、「

ヴ
ア
レ
ン
チ
ニ
ア
ヌ

‘
ス
の
死
後
、
全
帝
亂
の
相

^
者
、

ヴ
ァ
レ 

、ン
ス
は
敎
贫
を
祇
球
漱
仕

K
强
制
し
、
こ
ば
む
者
は
む
ち
う
だ
れ

'ね
ば
仏

-  

，
ら
な
い
こ
上
を̂
-
じ
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ユ~
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敎
父
金
集
、
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テ
ン
語
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七
二 
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〇
灯

：
1と
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つ
て
い
る
：}
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は
次
ガ
よ
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に
規
定
し
て
い
，
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る
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神
の
奴
が
す
べ
て
が
す
べ
て
武
器
を
1
ず
さ
え
'て
.戰
閫
し
.、
>
た
：'

職
糾
て
敵
4
て
.
^
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'と
る
こ
_..
と
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は
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禁
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す
る
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い
た
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ド
ィ
ッ
で
は
な
ん
と
剛
勇
で
好
戰 

的
で
あ
る
こ
と
よ
？
も
し
ィ
ギ
リ
ス
で
と
'の
上
う
な
大
司
敎
を
つ.ぐ
.り

得

ソ
：
. 

た
な
ら
ば
そ
れ
は
す
，ば
ら
し
い
こ
と
だ
ろ
う
。

』

と
の
べ
て
•
い
る
J：
-
う
に
、
.、
■ 

フ
ラ
ン
ク
の
聖
職
者
達
が
、
好
戰
的
で
、
，勇
武
で
あ
つ
允
と
い
う
よ
り
.は 

わ
れ
わ
れ
に
は
、
こ
う
い
つ
た
フ
ラ
ン
ク
の
政
||
'
と
史
的̂

;

が
、
し

か. 

ら
し
め
た
も
の
と
う
け
と
ら
れ
る
。
も
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ろ
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ト
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ベ
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ハ
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に
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對
し
ゴ
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ロ.ル
シ
-
ユ
私
、
儲
ら
が
に
卍
の
保
護
で
な
し
に
、
敎
皐 

■ 

,: o
保
護
'に
も
と
ず
い
.て
い
た
こ
と
を
み
之
め
て♦い
る
0』
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b
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s
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r
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•
は
，
た

だ

「

度

、

王

と•敎
泉
へ
の
.手

^ .
の
中
で
次
の-
よ
ぅ
に
の
べ
て
い
る0 

王
も
泉
帝
も
b

丨
マ
の
敎
泉
も
、
誰
に
も
特
許
が
；

@

し
な
い
と
余
は
認
め 

る
。」

と
の
べ
て
% '
'る
こ
と
、
さ
ら
に
勘
堂
の
，恶
盤
を
®

し
太
敎
畠
グ 

.
'■'レ
_'コ
リ
ュ
ゥ

ス
の
聖
堂
經
營
の
才
や
贫
見
を
龜
鑑
と
す
る
グ
い
、、

コ
リ
ュ
ゥ
.

ス
•

ト
ロ
.
ネv

シ
ス
の
車
拔
し
た
イ
ゾ
ゲ
二
ユ
ウ
ム
等
々
か
ら
'フ
ラ
ゾ
ク

丨
の
聖
職
者
達
の
特
異
な
牲
格
を
汲
み
と
る
こ
ど
が
で
き
るo
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だ
が
そ
れ
ら
を
包
攝
す
る
歷
史
の
運
.行
は
、
は
1

か
に
次
1
兀
が
、
高

く

ヽ

： 

廣
大
か
つ
深
遠
で
，あ
る
。
フ
テ
ン
ク
の
歷
史
が
そ
の
.
命
：坐
命
の
P

果
と 

し
て
ぅ
み
-
出
し
た
ソ
.
ラ
ン
ク
の
カ
タ
ス
ト
ロ

1

フ
は
、
力
1

ル
大
帝
.の
如
，

,

き
英
才
で
さ
え
も
い
か
に
^

人
的
な
天
賦
の
才
が
そ
の
限
毋
を
も
た
ね
ば
. 

:

な
ら
な
.
か
；つ
.
た
か
を
/1
>

し
て
，い
を
。

ま

さ

じ

く

歷

史

的

'
赃

の

H. 

Vト
ス

は

ハ

無
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ち
ろ
ん
、.
W
-
.
1
マ
社
會
の
ょ'-
5
-な
' ¥
-<
に
入
的
、
物
的
關
係
、が
展
開,
' 

■■
'

U
、
：：'公
私
.の
：政
治
4

法
律
々
社
禽
巧
經
濟
念

_

麗

涉

％
.淡
^
^
^

は
異
り
、
ゲ
フ
オ
ル
グ
シ
ヤ
.フ
ト
”の
永
い
^

^
が
ご
一.
.擧
に
.消
滅
^

き

ら

ぬ
. 

と
はi

s

え
、
'す
で
に
ア
ン
ト
ル
ス
チ.オ
ネ
ス
や
'
ヮ
.サ
ル
の
場
合̂

は
、
族 

的
^

:
に
ょ
る
も
の
で
は
か
し‘に
、
對
人
的
な
個
的
な
關
係
に
ま
で
展
開

一

藤

ー

甚
1

■

■

霞

着

會

的

他

箱

墓

異

遍

ぉ1

1

:

〈

い
懸
隔
が
で
き
て
く
る0.
少
く
と
も
も
タ
キ
ト
ゥ
ス
時
代
の
ゲ
 

> 
マ
ー
ネ 

ソ
に
は
、
ラ
イ
ン
左
诗
の
ゥ
ビ
イ
ー
•族
やロー
マ
に
服
厫
し
た
i

A

〔

ア 

グ
リ
*
1

フ
ク
‘マ
テ
ス(

A
g
r
i
D
e
e

PJm
i
t
e
s
o

 

(

地
名〕

に
住
む〕

，
バ
タ 

;.v.

J:
-4
-
:J
y
r
 ̂

A:>
^

T

.=
v
-
V
J
^
.
:

^ ^
Ti
.
.v'
r

^
(D
'
.
¥
^
^
^
^
^

-^
,y-
;x
K
fe
^

&
: ^
た
.
.:y_.
 

人
々
以
外
に
rt
1

マ.の
ょ
ぅ
な
^

^
な
關
係
、
ま
た
は
レ
ス•
ブ
ー
ブ
リ 

,
力
の
公
法
的
な
關
係
は
知
ら
な
か
つ
た
で
あ
ろ
ぅ
。
'
.口
1

マ
'
社

會

が

都

市
 

國
家
で
あ
る
と'.す
れ
ば
、
ゲ.ル
マ
ー
ネ
'/
.
の
社
會
は
、
部
族
連
合

(

キ
ヴ
. 

イ
タ
ー
,ス
*
ガ
ゥ)

に
媒
介
^

れ
た
ア-

イ

シ
-y
H
.ル
ホ
ー
フ
の
聚
落
に
す 

ぎ
な
い
。

ロ
ム
ル
ス
に
發
す
る
口
，

1

マ
の
パ
ト
/中
1

ヌ
ス=

ク
リH

ン
テ 

ス
關
®

T

自
祁
な
宙
典
的
市
民
社
畫
の
所
塵
で
あ
り
、
ゲ
ル
マ
ー
ネ

ン

. 

.

.

力
r

ル
大
帝
沿
：卜
のco

n
v
e
n
t
n
s

o-ci

cos
r
a
i
i
s

の
-仲
格

の
よ
う
な
族
的
關
係
を
み
じ
ん
も
と
ど
め
て
い
な
い
。

(

註〕
B
o
t
s
f
o
r
d
,

 

...The .
R
o
m
a
n
'

 A
s
s
e
m
b
l
i
e
s

*--..1909. 

c

o'm
i
t
i
a

 c
cjr

i
a
t
a
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o
m
i
t
.
i
a

 

:
c
e
n
t
u
r
i
a
t
a

 

對
照
。
 

’

、
，

'
，
' .

歷
史
時
代
の̂

r

e*c
e
p
s

が
、
社
會
的
身
分
を
さ
す
も
の
で
な
い
こ
と 

.
t

、P
a
u
l

w

-a
r

G

o's
c
b
i
c
h
t
e
s

 

do'
s B

e
n
e
f
i
c
i
d
l
w
e
s
e
n
,

 
1
8
5
0
.

 
s. 7

以
下
の
。ホ
レ
ミ
ー
.ク
に
よ
つ

て
詳
論
さ
れ
て
い.る
と

こ
ろ
で
あ
る
が. 
W

段r
e
r

 

.や

J

^
c+
g
,
^

D
o
p
s
e
b

 

•に
よ
っ
て
ふ
え
ん.さ
れ
た
ヶ
ル
ト
社• 

; #
に
み
う
け
ち
れ
る
よ
う
な
先
驄
的
な
封
建
的
姓
格
: ^
摩

：：ル^:
:
'丨
ネ
ソ
： 

'
の
社
會
に
想
定.し
、.部
族
社
會
に
お.け
る
い
.わ
ゆ
る
.「，

グ
ル
ン
ド
：
へ
ル
シ 

ヤ
フ
ト」

を
想
走
す
べ
き
か
否
か
に
っ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
輕
々
に
連

- 

,斷

し

闯

な
<

Q

. F
s
c
k

 

w
r
e
n
t
a
n
o
,

 

1
9
2
7
.

 

I
b
i
d
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h
a
p
.
1
1
.

 

H
.

 

H
b
b
_
e
r
t
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T
h
e

 

r
i
s
e

'o
f t

h
e

 

C
e
l
t
s
.

 

1
9
3
4
0
.

 

S
t
a
n
d
e
,

自
體

へ
：.：
漏

濟

的

海

：

1 :
1

陳
題
_

_

響

お

蓮

肅

族

：自
體.

‘

格
や
行
動
が
不
明
だ
か
ら
で
あ
る
。

、

 

■

:
 

T
a
c
i
t
u
s
,

 

G
e
r
f
n
a

g.a
.
1
3

 

に
み
う
，け
ら
れ
る
 

c
o
m
i
t
a
t
d
s

 

が
け 

パ
っ
し
て
ロ 

I
マ
の
發
展
，̂
た
市
民
社
意
に
お
け■る
よ
う
'な

a
i
g
t
e
s

の 

狀
態
•で
な
か
つ
た
こ
と
は

「

蓊
し
ぃ
高
货
の/|
-
:れ
，又
.は
飢
先
の
你
大
々
功 

•
級
に
ょ
•っ
て
は

年
少
者
で
‘

っ
て
も
.主
，長
の
恩
顧
が
あた
え
ら
れ
る

0」

.(
i
b
i
s

と
の
•ベ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
、
.ロ
1
マ
社
會
の
後
期
の9i

e
n
t
e
s

 

と

お

.
も

わ

れ

石

，8<
a
r
r
o が

-
R
e
p
i

日 

r

CJs
t
i
c
a
r
u
m
” 

X
V
I
I
.

 

2
、

で

I
.

.

. 

i
i
q
fl
e q

u
o
s
.

 Q
b
a

<l>
r
a
r
i
o
s

 

n
o
s
t
r

-H»

と
の
べ
て

い
る
プ
1
-マ
人
の
狀
態
と
比
較
し
で
み
れ
ば
明
瞭
と
な
ろ
う
。

(
：：

ム
ル 

ス
.の
#

代

と

い

、
ヶ
'よ
り
は
共
和
制
時
代̂

ロ
ー
マ
の
㈣

ホ
で
の
'el

i
e
n
t
e
s

.

• 

■ 

•

,

四

て

.

(

t

A

i

a



丨
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•

H
IM

C
4
雜

誌

笫

四

十

艽

卷
笫

1

.
.
.

I
-- 

-

.

の
成
立
に
っ
い.て
‘ J

 o
a
c
h
l
m

 

M
a
r
q
.
tl
.
a
r;^
，は A

V
D

^-d
r
i
v
a
t
l
e
b
s

 

,

' 

-<5er 

;
R

o:m
e
r
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loo
s
p
c
T
e
i
L 

1
.
s* 

2
0
0 以
下
で
.『

た
と
え
尤
0 —

 

}
>

‘と,HosutaIit?

w'c

交
,*
.

〕

、贺
約
を
务
た
ず
、
抓
1
:た
る
1|
/
邦
か
ら
近
放 

さ
れ
、a

丨
マ
に
流
浪
せ
る
并
冏
做
の
人
|:
«
1
は
、
ロ
ー
マ
で
法
妁
妝
设
も
生
’ 

讯
の
资
も
も
た
な
か
.っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
に
は
ニ
っ
の
沿
が
殘
さ
れ
て
い 

た
。
っ
ま
？
鸣
ん
で
奴
漆
に
な
'§
か
、a 

~マ
1|
/
玫
の
保
詉
に
身
だ
お
ズ. 

(

身
を
ょ
せ
る
- 

wa>
J
か
.■で
あ
つ
た
。』

S
F
QJ
CD
O
H
f 
.
.

‘

1.
39,

177,0

とのべている

^

/ 

ゲ
ル
マ
.？

の
國
內
の
生
活
t
態
や
そ
の
條
件
を
い
て
の
記
述
は
、 

タ
キ
ト
ゥ
ス
お
ょ
び
プ
ト
レ
マ
ィ
オ
ス
を
も
つ
て
た
え
t
い
る
。
し
か
し 

ィ
ゾ
シ
ユ
リ
フ
“ァ
ン
や
そ
の
外
.の
、队
る
か
に
な
ま
な
先
し
い
出
土
資
料
が 

滕

史
を
語
り
っ
づ
け
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
さ
き
に
バ
ル
.ト

の

摘

を

舉

け

‘

, 

た
の
で
あ
る
が
そ
の
賢
體
に
っ
い
て
語
ら
な
か
っ
た
。
今
や
新
た
な
史
的
.
.

押
い
商
樂
路
へ
つ
ま
り
モ
ラ
ハ
河
と
ォ
丄
ァ
ル
河
に
沿
つ
て
琥
拍
海
捧
へ.  

.

.掘
ず
る
第1

，の

通

路

と

，
ェ

ル

ベ

河

に

沿

っ

て

ボ

へ

ミ

ァ

に

通

ず

る

^

一
一

 
の
‘；

■
'通
路
の
復
柄
が̂

^
と
な
名
-0
0
ま
こ
と
に
あ
ら
ゆ
る
路
は

C

 

—

マ
に
1

, 

r

3

バ
ル
ト
の
橋
の
セ
ン
タ
丨
ラ
ソ
ド
に
關
•し
.て
誤
ま
ら
れ
や
す
い 

‘
の
は
こ
れ
ら
の
通
路
の
中̂
の
の
ち
£

海
^
:
の
ギ
リ
シ
ャ
都
市
か
ら 

贺
方
へ
、
つ
ま
り
ド
二
エ
ブ
ル
と
ド
二
ヘ
ス
ト
ル
に
沿
つ
て
ゥ

ィ
ッ

ス
ラ
, 

に
苗
る
商
槳
路
が
發
座
し
た
こ
と
忙
あ
か
パ
だ
が
ブ
ロ
\
べ
ル
グ
附
证
铲 

H

丨
ゼ
ル
岛
で
發
兑
さ
れ
た
流
通
手
段
で
あ
る
货
幣
の
中
に
は
あ
き
ら
か 

に
ギ
リ
シ
ヤ
や'シ
キ
リ
ア
や
ヤ
レ.u

ア
の
貨
俯
と
と
も
に口
f 

.マ
の
げ
幣
.

.

.

.
四
二 

.(1

八
四〕

‘

が
發
見
さ
れ
’て
い
る
。
，、

(

ゲ
ル
マ
.—

ネ
.ン
が
免
を
愛
が
ん
物
ど
しに
か
?.
?

か
は
、
彼
等
が
银
デ
ナ
リ
ユ
ゥ
ス

(

g

o

g&J
^.b

f
g
a
t
%
T
l

<t>〕

の
^/
を
こ 

の
ん
'だ
と
い
う
形.鄉
以
外
に
は
，知
ら
れ
な

>
0
〕

是
ら
.の
最
初
ケ
ル
ト\
 

に
よ
っ
て
發
昆
さ
れ
た
通
路
が
新
た
な
移
住
蜜
で
あ
^

ゲ
ル
マ
，.
ネ
ン
の 

r

平
和
の
恢
復
と
と
も
欠
再
び
復
活
さ
れ
た
に
、そ
う
•い
な
い
。
こ
の
時
代
の 

■

ゲ
ル
マ
ー
ネ
ン
の
物
質
文
明
が
、
い
か
犯
飛
躍
し
た
か
に
っ
い
て
は
、
靑 

•

,

，銅
の
ス
\

フ
皿
、
讓

計

器

、
金
や
銀
で̂
:ら
れ
た
特
別
な
容
器
、
ひ
じ 

.

.
よ
う
に
普
及
し
て
い
た
粘
土
製
の
ラ
ン
ブ
、
靑
_

や
金
お
よ
ぴ
_

で

つ

ぐ
.:
- 

■

ら
れ
た
く
び
飾
り
、
頭
飾
り
、
腕
環
、
指
輪
.、
'く
し
、
令
抜
き
、
戽
か
孑 

等
の
化
粧
道
具
等
々
西
紀
後
一
世
魟
に
口
1

マ
で
支
配
し
て
い
た
好
み
の 

'
影
響
と
認
定
ざ
れ
る
よ
う
な
ゲ.ル
マ
ニ
ア
で
、の
出
土
品
が
、
明
ら
卜

y

ゲ 

,
ル

.マ
ー
ネ

ン
庙
身

の
生
活
水

敗

の

高

揚

を

示

し

て

い

る

。
こ
.の
こ
と
は
、

,
タ
キ
ト
ゥ
ス.
の

ゲ

ル

マ

ニ

ア

、
十

七

で

み

う

け

ら

れ

る

ぴ

，，つ

た

り

體

に

あ

.
、
、

つ
た
衣
眼
を
身
に
つ
け
て
い
る

i
o
c
u
p
J
e
t
i
s
s
h
n
i

 

(

も
つ
と
も
と
め^ ;

■

者
パ
た
ち
の
生
霞
態
だ
ど
し.て

.%

そ
の
# ;

義
は
'

少
し
も
滅
少
し̂

い
：
，
'
 

だ
ろ
う
。
さ
ら
に
バ
ル
チ' 
ッ

ク

海

や

ユ

ト

ラ

ン

ド

半

岛

の

東

侧

の

#'
^

海
 

M

に
お
け
る
海
上
交
通
の
發
展
を
し
め
，す
シ
ユ
レ
ス
ゥ
イ
ッ

ヒ
の
.
ニ.
イ

ダ

.

.

.

.
：

，

.

.
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ムゝ
沼
で
發
見
さ
れ
た
長
さ
七
〇フ
イ

ー
ト
.幅
.八
I

九
フ
イ

ー
ト
の

樫

で

っ

：.、

.

く
ら
れ
た
大
削
船
の
出
土.品

が

、

こ

の

間

の

事

愦

を

明

隙

に

も

の

が

た

つ

.、
：

 

. 

て
い.る

。
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テ
矛
ド
ー
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モ
み
ゼ
ゾ
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r
o
v
i
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h
e
w
O
I
r
i
a
n
'
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m
p

T* 
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V
o
L
1
.
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400
‘
以
下
で
民
主
民
族
的
熱
情
を
か
た
む
け
て
證
い
た 

.ァ
ル

-t
i
ュ、
ウ
ス
の
周
到
な
箄
事
計
劃
に
，上
：t
ヴ
ケ
.ル
ウX

の
.軍

亂

疆

、

.

敗
北
.(

A

•
0
,
.

九
年
5
.後
の
：匁.丨
マ
.位
ン
體
勢
上
衰
退
の
途
を
た̂

. 

大マ带國の廣大なブ；

1

ヴ
ァ
ン
ス
へ
の
支
配
が
衰
退
す
る
に
つ
れ 

て
、
ゲ
ル
マ
ー
ネ
ゾ
の
國
家
顏

3

の
は
げ
し
い
戰
が
い
く
た
び
か
く
り
か 

，
え

さ

れ

，た

。

一

I ..

三
世
紀
に
蓄
積
さ
わ
た
ゲ
ル
マ
ー
ネ
ジ
の
諸
力
の
燦
發 

•後
のn

ン
ス
タ
ゾ
チ
、ヌ
ス
大
帝
の
コ
ン
ス
タ‘ン
チ
ノ
1
7:
ル
へ
の
遷
都
.
• 

'は
、
そ
の
後
の
個
别
的
な
ロ
ー
ブ'̂
0
の
類
^
が
す
で
笮
政
治
、
琨
事
.、

社
#
、
經
濟
的
に
お
お
い
が
’た
か
っ
^
こ
と
の
證
據
と
み
な
さ
れ
る
。
、ゲ 

.ル
マ
.
1ネ.X.

の
'諸
部
族
，が
.、
.
.
.
西

«
.リ
.マ
.
.帝
國
.'へ'.
.
怒
灣
.の
.
き̂
進
挈
^

.^
始
.：
 

し
た
の
は
い
れ
れ
め
な
い
こ
と
で
は
故
か
っ
た
0
.東
ゴ
ー
ト
、
四
ゴ
ー
ト
、

7.
ジ
ゴ
パ
ル
ト
、

.

.ァ

ン

：
グ

リ

ー

. 

♦す
‘ク
，.
y
1
ネ
ス
.、
サ
リ
、

リ
ブ
ァ
ー
ル

ぐ
の
：眷

ば

、
厂
i
'
l
■帝
■

麄

趟

晷

の

；餐

的

篇

を

伸

'
た
。
ゲ
ル
マ
ー
ネX

の
ダ
ブ
ォ
ル
グ
ゾ
ヶ
フ
ト

i

セ
ニ
ョ」

フ
I

ト

(

そ
、七 

て
ァ
ン
‘ト
ル
ス
チ
ォ
ン〕

丨Y
ヮ
サ
ル
制
度
も
そ
の
具
體
的- ^
玉
櫸
カ
川
張
, 

と
ゲ
ル
マ
！
不
ゾ
觀
族
の
膝
史
的
躍
動
の
中
で
と
ら
え
，ら

•わ

て

ご

'
そ

は 

で
や
て
七
の
同一

性
と
差
別
性
、
歷
史
的

H

1

ト
ス
と
口
，
ゴ
ス'
の
金
的
な 

姿
で
把
捤
さ
れ
る。

，
..

V

 

' 

• 

\

ヘ
レ
ネ
ス
の
民
族
移
動
、

ヘ
レ
ネ
ス
の
^
{化
發
展
に
み
.ら
れ
る
如
き
悲： 

劇
的
製
素(

部
王
ま
た
は
族
的
货
族
の
沒
落

)

が
、
勸

的
•に
ゲ
ル
マ
ー
' 

ネ
y
i
0社
#

に
存
在
し
■た
と
し
て
.
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4
>
英
雄
時
代
の
完
成
さ
れ
た
時
代
の
表 

现
と
し
て
o '
敍
樂
詩
に
ま
で
は
高.め
ら
れ
得
な
い
根
據
も
そ
と
に
あ
る
。 

c
lr
l
i

〕
『
G
e
o
r

fq^
i
3
h

«».lnl F
r
i
e

fvr
i
c
h
.

 H
e
g
e
l
.

•か：；w
i
s
s
e
l
i
s
c
h
a
r

 

f
t
J
i
i
c
h
e
B
&
a
&
i
s
g
s
a
r
t
e
n
d

 
菘 N

a
t
n
r
e
c
h
t
s
,

 s. 

S
1
-
S
2
.

.

で

、
，
悲

劇

は

、

-
傅
対
的
な
本
性
が
、
.そ
の
非
贫
機
的
な
こ
と
の
た
め

'  
-

■ 

. 
, 

. 

.'

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

.

. 

. 

•

.

.
 

.

.

.

.
7 

.

.

.

.

.

.

. 

.
 

.
 

..V,

力
ト
ル

'■
K

^
^

T
o

.o
o

n
v
e

lrtu
s

’g
a

n
e

ra
lis

 

0-11
:
格
'

、
に
悲
劇
が
そ
の
傅
潛
的
な
性
格
と
混
介
せ
ず
、
.柄
命
と
し
て
..
U
已
か
一 

ら
，分
離
し
、
内
已
に
對
立
し
ま
た
そ
の
認
識
は
わ
つ
て
附
者
の
統j 

，と
し
て
の
神
の
本
體
と
の
戰
で
、
3
ら
に
.獠
和
ず
を
。』
と
，の
べ
さ
ら
-

' 

. 

に
ま
，
.

jtiDje Kunstreligiows, 558
.

で f 

H
p-r
v
s い
こ
と
ば
、

.
、

悲
劇
は
へ

‘本
贫
的
な
’世
界
と
行
飼
的
な
佌
界
の
分
離
の
契
機
を
さ
レ 

.

に
ま
た
密
接
に
統
一
す
る

』

と
の
‘ベ
て
い
る
史
的
過
程
の
佩
々
の 

H

ポ
ス
を
總
衍
す
る
時
代
の
沒
氣
は
、
十
二

.
ー
ー
ー
此
紅
の
.ゲ

ル

マ

ー 

ネ
ン
.の
驮
僉
に

..さ
え
.な
-お
缺
け
て
い
た

o  

N
ie

b
e

k
m

g
e

n
lie

d

や

-
 

c
h
a
n
s
o

n
,  d

e.'  G

a ,.n
a
,Ilm

e
...

Rlo
ra

n
g

e
Q

bJa
n
s
o

n
d

e
.  々

o
la

n
d
,  

の
椋
に
興
れ
る
言
語
に
ょ
っ
て

.表
現
さ
れ
る
英
雄
訪
が
、
修
逍
十 

k

ょ
つ

X-
作
ら

.れ
た
と
い
ぅ

_

の
相
迩
も
あ
る
し
、
詩
人
の
イ
ン

.
 

•
ゲ
ー
！
ユ
ウ
ム
於
大
き
な
問
題
，と
な
ろ
ぅ
が
、
わ
れ
わ
れ

K
は
ク
ロ
 

ー 

ヴ

ス
時
代
に

“み
ら
れ

■る
ホ
メ
ー

ロ'
ス
時
代
に
和
け..る
ょ
.ぅ
.な
數
多
く
，

の<小
_王
_
'の
存
孩
と
い
ぅ
姻
々
の
類
此
點
の
列
取
以
上
に
、f

わ
ゆ 

-

る
へ
、レ
ネ
ス
、
ゲ
ル
!-
»
•«'
丨
ネ
.ン
の
*(
*
-啡
的
^
ホ
、1|
1

の̂
決
^
的
に
>̂

•

.
'つ
灰
膝
史
的
雜
族
方
向
の
把
搌
が
問
題
な
の」

で
あ
る
。
そ
れ
を
，把
撣 

t

す
る
イ
ン
ゲ
ニ
ユ
ウ
ム
こ
そ
が
、
あ

-£
>
ゆ
る
時
代
を
姐
.じ
.て
の
歷
史 

.

淡
の
小
；命
線
だ
か
ら
で
あ
る
。
 

•

カ
ッ
シ
才
ド

1
ル
ス
の
ヴ
ァ
リ
ア
イ
や
グ
レ
ゴ

9

•ユ
ウ
ス

*
ト
-
^
ネ
ン 

シ
，ス

の

ヒ
ス
ト
リ
ア

•

フ
ラ
ン
コ
ル

1
ム
や
*ア
イ
ン
ハ
ル
ト
の
'ウ

イ

タ•
‘

カ

ロ

リ
<«
マ

グ

二

の

ょ

ぅ

な

歷
史
的
反
省
が
生
ま
れ
て
も

^

國̂

家

-^
¥
 

市

國

家

に

轉

化

す•る
史

的

條

件

が

か

け

て

お

り

奴

隸

を

謹

し

、
販

寶

す

_
、

-

る

こ

と

は

知

つ

てV
る
が
ハ
な
お

J
a
m

e
s

 

W
a

s
tfa

ll  

T
h
o

m
p

s
o

n
,

•
 

ニ
：
、

-
.

.
.

■ 

* 

„

四
三
'

-(
1

八
五)

<



,, , 

I
'
n
il
l

嘉̂

誌

幣

四

，十
1
卷

箜
 

s

«
'
、

-

,w
§

d
a
l
,

 

G
e
r
m
a
n
M
,

 

p
.

 4
9
6
-
^
7
;

に
お
け
る
：
.

K
i
n
g

nJo
r
a

 

a
f 

S
a
m
o

 

•
參
照
。pi

r
e
z
^
n
e
,

 

M

o

b

a

^
ls
e
.'
c
u

a
n
,
d

-^l
a
r
l
e
m
a
g
n
e
,

 p
.

 9
7
,

 

T
h
a
t

sajcl^o 

o
f
-

 y
r
h
o
m

 

!
F
r
fl
>
d
c
g
a
l3
.
-
-
a
&
と
H
o
o
ot-
J
OJ
w t

b
p
-
t

 

h
©

 

p
p
y
£
<i
CD
QJ
.■
■-
.

r
i
n

 

t
h
e

o
o
u
r

丨tr
y

 

O
H,
t+
b
CD
^
e
w
rb
s 
绎 

o
f a

c+
-r
o
p 

o
f

 

s
a
r
<
?
b
a
n
t

 

a
d
Y
e
n
t
-
a
r
e
r
F

 

i
n
-
6
2
^
-
6
2
4
,
'

 w
a
s

 c
e
r
t
a
i
n
l
v

 a

 s
l
a
v
e

1!: 

d
e
a
l
e
r
-

, I

 

F
r
e
d
e
g
a
r
l
a

-c-1
,  

o
p
,

 

c

i

r

J

<

4
S
,

o
f 

•  

c
h
.

 

v
e
r
j
i
-

 

.
&

W

.
 Le

 

F
r
a
^
k

 

S
a
n
i
o
,

 
R
e
v
u
e

 

>
D

a
o q

®

0
,
0

 

d
h
i
i
o
l
o
g
i
e

 

e
t

 

d
s
s
t
o
i
r
e
.

 

V
o
L

 

X
I
L

 

1
9
3
3
,

 p
p
.

 
1
0
9
0
-
1
0
9

010

 

こ
れ
を
注
麁
手
段 

に
轉
化
し
て
、
都
市
货
族
文
化
を
形
成
し
得
ぬ
ゲ
'ル

 >

 

1
ネ
ゾ
に
は
、
せ' 

, 

.
,
:
ザ̂
ぃ
^

^

t
'c
o
^
她
着 
7

_
ア
；：？
ァ1
 

财
趙
や
王
の
•直

領
r y
ィ
ラ〕

で
奴
魏
を
い
た
わ
り
な
が
ら̂
.ば
人
^
を 

'

認
め
つ
つ
、
素
於
に
こ
れ
を#
し
て
い
る
。
s .T

I
n
t
c
h
a
x
Q
n
i
r

 

r
e
g
i
s

 

e
d
i
c
t
d
m

 

1
3
,
1
4
.

 

D
e
c
r
e
t
o
m

 

C
o
m
p
e
n
d
i
u
s
e

 

7
.

 
8
,

1

9

0

(

な
お

'
カ
ル
メ
々
ト

「

到
处
社
符

」
C

 1
.1!

i
 j

丑
S

對

照
VJp

i
p
p
i
n
i

 

c
a
p
i
-

 

■
t
&
r
e
v

 

1
,«
)

で

0
(0e

m
u
n
i
t
a
t
e
s

 

を
み
ぅ
け
.る
が
結
.

.

(
o
3
c
r(i
)
t
u
m 

v
e
r
m
e
r
i
e
n
s
e
,

 

7
)

 

’
 W

e
r
g
e
l
d

 

(
J
.
K

 

M
i
g
n
e
,

 _
p
a
t
r

.oI
o
g
i
a

 

バ 
J
a
t
i
n
a
,

 

T
o
r
m
i
s

 

L
X
X
X
V
I
I
,

 

7
1
1

*vM
a
r
c
a
f
L

 

m
o
n
a
c
h
i
o
,

 

-
F
o
r
-

 

m

Ei
.
a
e
.
.
;
L
i
b
:

1
,

d

o
名i

r
g
i
l
d
u
s)

そ
の
他
に
み
ら
れ
る
人
民
や
階 

級
の
規
矩
は
、
ゆ

る
. ^
か
で
あ
る
。
だ
が、F

i
p
p
i
n
i

 C
a
p
i
t
a
l
a
r
i
a

 X
‘I
V

 

1
4
.

 D
e

a

CD
cb
o
日
ぼ
J
o
o
に
あ
，つ
で'は
、
‘レ

ッ

ク

ス

•
サ
リ
カや
レ
ッ
ク 

，ス…

先
ブ
次
リ
へ
ァ
か
ち
著
し
炎
發
展
叱
、
^

に
ぅ
ご
き
は
じ
め
名
 

0
 

P
i
p
p
i
n
i

O
0
u
c+
a
g
 ̂

A
q
-
a
i
t
a
n
i
e
d
m

 

5
.

e 

新
た
な
ウ
ク
ラ
ー
ド
と
し
て
-のb

e
i
i
e
l
S
L
c
i
u
m

が
あ
ら
わ
れ
てく
る
、が
、
.

.

-

‘ 

；

、

k

m 

i
a 八六

：}

敎
會
の
•，ir

a
r
l
a
'

文

p
a
l
r
i
a

等

に

つ

い

て

は

r Chlotharii11 

p
r-.
g
c
e
p
.c
+
i
Q

1
1
.

忙

み

う

け

ら

れ

る

よ

う

及

『

ア

ク

ト
I
ル
や
：
^

•は
、
，
敎
#
財

货
，¥
.姬
ょ
.っ
て
は
か
ふ
ぬ1
.の
相
護

規

迠

が

の

こ

ヴ

て

ゅ

く 

'の
で

あ

ろ

う

。

-

•

 

“
V 

.

M
a
r
s
M

 Irbaachio
。
ipormdIae.-Lrp 1.c

a
p
d
t
^
V
TTr 

の 

-

D
fl
>̂
0̂

 a
n
t
a
s
t
i
o
n
e

に
攒
範
的
に
說
明
さ
れ
て
い
石
ア >

 
ト
ル
ス
.
 

•

,

チ
オ
ト
や
.

A
l^n

s
,

 
B
o
p
s
c
h
^

-<
l
e-a
a
s
s
-
c
m
g
s
-

-g
;

d 

S

^

E

,

.
f
t
s
g
e
s
c
h
i
c
h
t
e

o.e

^^M
i
t
t
E
a
l
t
e
r
v

 

s
.l i
4
う

.
 

'に
早
期
フ
ラ
ィ
ク
時
代
に
お
け
る

"

fir

'^e
n

a
iig

e
m

e
in

e
n

u
n

te
rta

—  

n
§
y
e
r
b
a
--
a
:.
-
:
を
想
定
す
る

.こ

.と
を
批
判
し
て
v>
る
基
盤
を
な
す
セ
土 

、

ョ
ラ
ー
，ト
は
、

こ
の
よ
う
な
社
會
の
所
產
で
あ
力
、
け

つ

し

て

レ

ス

•
プ
い 

1
ブ

-y
力
.の
都
布
國
家
.に
お
^
.
る
よ
う
，な
公(

、私
饿
_に
%-
.と
ず
.く

關

系
K
 

■よ
る
-も
の
で
は
な
い
。
- 

, 

,

:ぐ
c
.f
i
:.
'
-.
.-'
H
3
h
e
.
. 

c
a
.
p
.
i
t
a
&
r
l
G

i»
.
.
_
W
G
r
.

(&
.
.
B
o
ci
-
.
.
l
a
w
s
, 

.but 

r
e
f
^
a
a

c+
i
o
n
s

“
or‘.the administration of the kingdom; sometimes 

• 

not e
v
e
n

 that, but m
e
r

o-ly 

instructions 

d
r
a
w
n

 

u
p

 

b
y

 the 
灰 
i
n'f
i
f
q
H»
。
” ば
ぼ
fagents, or confidential notes f or 

’ 
.

.their use. (F.F. Brentar

b,*a.a
，o. p. 335

.〕

わ
れ
わ
れ
が
史
的
範
_
を
^

す̂

る

と

す

れ

ば

ノ

純

坪

に

考

察

さ

^

た

.

:

.:

赛
w
的

範
,

-9
理

論

洛
ォ
t
コ
シ
..フ.
v
.
.
:^
ク
X
と
し
.て
の
.工
，丨
：ト
ス
-の
矛
盾
が
_ヽ
.-歷
史
的
ィ
ン 

.

デ

ィ
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
リ
テ
丨--
1
'の

低

次

の

段

階

か

ら

統

ー

..的

な

高

次

の

史

蚱
 

麗

へ

.

.V
'
か
に
展
開
し
.て
ゆ
く
か
を(

そ

の

逆

關

蒂

を

，
も

含

.め

.て

メ

相̂

_

1
性

上

關

連_
'<
0
.奋
面

的

だ»|
1
:能
性
1
親
實
性
':
|
|發
展
拽
挎
お
ぃ
-€
:
:
:

 

と

ら

え

な

け

れ

ば

、
史

的

研

究

は

や

が

て

そ

の

生

命

を

枯

揭

し

て

し

ま

う 

だ

ろ

う
.0
, 

, 

. 

_ 

.

ヵ
ロ
リ
ゾ
ガ
ー
の
ヮ•サ
广
關
係
の
法
的
根
據
に
つ
い
て
も
わ
れ
わ
れ
，
 

が
、
ぞ
の
政
治
人
ホ
琪
、
社
會
經
濟
的
構
成
を
捨
象
し
て
、
法
令
そ
の
他 

:'

の
进
學
的
解
釋
.

g

為
^
ま
^:
•
は
な
&
め
螢
版
—

ど
知
ぇ
る
鉍
ら
ー
： 

ば
、
ょ
0
内
容
1!
か
浓
構
成
じ
.う
る
だ
ろ
今
0

,
.

一，. ；
：

■
本
ぇ
.ば
'！:ト
A
7V
蕭g

集j:

趣

.

n.

に

^

ミ

^
ィ
.
.ス
_
.や
力
.ル
.：'メ
ゲ
ト
.
.
.の.'ょ
.ろ

^

法

律

的

歡

餓

か

ら

固

定

.^
て
^

る
..の
.
'
. 

で
は
な
く
て
、
力
ー
ル
の
國
家
の
人
民
の
權
成
ど
關
述
し
て
考
察
す
る
な 

ら
ば
、
こ
，と
ば
の
臌
密
な
意
味
で
の
ヮ
サ
ル
と
と
も
に
ニ
嵇
の
補
佐
關
係 

が
そ
の
相
互
移
行
關
係
に
お
い
て
：

E

然
に
考
察
さ
れ
う
を
わ
け
で
あ
り
、 

§

的

な

德

允

ヮ

，
サ

.ル
亂
係
と
と
も
に
力
口.リ
ゾ
グ
の
國
內
政^ ：
の
< 
一，
 

つ
，の
贺
3

^
み
な
し
て
差
变
え
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
？(

法
令
の

6

rt
l
段
9
»/
サ
ル
、
さ
ら
に

w
ro

n
n

e
r

の
叫
題
に
し
た

(X
X

K
.,1

1
.  

B
a
n
d

.  
S
.
S
. 7

*
7

)

十
二
歲
を
お
文
た
す
べ
て
‘の
出
山
以
等
々
の
磾
別
が
ー 

_
考
え
ら
れ
は
す
る
が
、

(

な
お
、

M
a

re
.w

io
c

h
,  

L
a

 

so
c

 
泊
^

Hl
ŝ
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わ
ば
仲
裁
^
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
に 

'
す
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
レ
、
ォ
三
世
に
識
衞
を
つ
け
ロ
ー
マ
に
歸
し
、

海
 S

 
へ
;:
:
:、
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そ
の
後
間
^
な
く
こ
の
琪
件
の
結
末
を
つ
け
に
口

 

！
マ
を
お
と
ず
れ
る
孓.

. 

と
を
約
し
たこ
と

が

こ
の
齓
い
が
け
ぬ
戴
通
の
破
目
と
な
つ
た
の
で
あ
り
'
 

は
、
力
ー

ル
に
と
つ
て
は
、ま
さ

に

ヴ
ィ
ザ
ン
ッ

へ

の
挑
戰
と
、
ま

.で 

.
は
ゆ
か
な
く
と
も
少
く
と
も
對
立•を
意
味
じ
て
い
•た
こ
と
は
確
か
で
あ 

る
0

: t
た
が
つ
て
力
ー
ル
の
戴
冠
の
光1:
-
は

、

ま

こ

と

に

S

I

S

W

,

.

..
 

¥

リ
シ
ヤ
語
の
語
源
の
とお
り

グ
ロ
テ
ス
ク
であ
り

、

ぅ
つ
、6.
な
误
常
、

と
し
て
立
ち
會
つ
て>
た
。
こ
の
こ
h

を
.考
え
合
わ
せ
る
と
き
、
わ
れ
わ 

れ
は
、
梁
丄
て
サ
ク
ツ
ー
ネ
ス
の
野
蠻
を
高
唱
し
ぅ
る
だ
ろ
ぅ
か
？

.

力
ハ
ル
の
世
界
は
し
か
し
安
泰’で
.は
な
か
つ
た
。
サ
ラ
セ
ン
の
興
隆
に

. 

よ
る
ク
ラ
ン
ク
の
海
上
の
脅
威
の
み
な
ら
ず

(
p
i
r

(t)
>
n
n
e
,
,
i
b
i
d
e
m
o
、

、

メ
ク
の
自S

民
に
は
か
；^
知
れ
ぬ
^

擔
を
あ
た
え
た
。(

上
股
馨
祿
敎
授.

•
獨
乙
屮
世
め
社̂

と
，經
浒」

(「

フ
ラ
ン
ク
£1
-
-國
に
於
け
る
從
者
制
度

」

〔

ニ〕

ニ
六
丨
ニ
七
1(
冲
の
ソ
サ
.ル
た
.ち
か
ら
の
祇
报
总
避
0
問
題
は
こ
： 

め
3
,い
決
记
的
に
遗
耍
で
あ
る
0
そ
し
て
こ
の
、ょ
ぅ
な
例
外
的
な
パ
^
余

'
 

の
沒
氣
の
反
映
と
し
て
の
.

〕

規
圮
が
财
她
)1
1
1;
#

で
轉
移
し
、
そ

れ

を

励
か 

す
原
励
力
を
な
す
。
平
和
の
慾
求
は
V
中
世
ル
は|j-

命
錢
K
ょ
る
軍
務
の 

免
除
、
’代
人
に
ょ
る
^
務の逐行

」

として結货し、：小權の戥顼、グ
ゴ 

ル

ン

ド

，
へ
ル
の
'#
服

は

へ

财

姐)a
l
:
#に
お
け
る
セ
^
31

ル=

グ
ル
ン
ド 

へ

ル

サ

ル

の

，
利
な
合
现
的
/k
活
へ
の
步
み
の
中
に
む
わ
れ
る
^

2
/1
ト
が

そ

の
詳
細
な
檢
射
を
加
え
て
い
る
の
で
、
.そ

め
双
^
が
い
か
な
，

’

る
も
の
で
あ
る
か
を
例
示
す
る
に
と
ど
め
る
。

-C
Ro-
'
t
h
,
, 

v
g
l
. 

i
b
id..

-•,、
:

西

 

A 

(
|
九
0

〕

§
ten, 

s'i
3
9
9
.

〕

ガ

リ

ア

，出

兵

心

得

_

;
緊

急

令‘ 

.

/

,

貧

窮

の

允

め

に

ひ

ど

く

こ

ま

つ

た

狀

態

に

あ

る

も

の

を

整

然

と

‘記

錄

し 

ま

た

ガ

リ

ア

人

以

外

の

も

，
の

も

す

、、へ

て

出

兵

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

。
'

,

—.
、
.，
ま

ず

第

I

欠

、

ベ

ネ

フ

ィ^.
ア

を

有

す

る

.こ

と

明

ら

か

な

る

も

.の 

ば
Y
出

陣

す

るこ
と
。 

、

.

.

一一

ハ

自

故

民

が

、
、
五

フ
1
フ
.エ
，
ひ

財

產

を

有

す

る

こ

と

明

ら

^

な

れ

ば

:
満

地

淡.^1;

洗

翁J:;!::

;康
_
均

マ

ず

.靈

■■
•
-
■̂
处
0
>̂
辯
ブ
1̂
_

を̂

有

ず

る

も_の
:^
同
^

ポ

か

し

二

人

お

つ..て
、
そ
の
一
.
人

が

ニ

フ

ー

フ
_エ
を
有
す
る
こ
と
明
か
な
}1
,

一
ば
、

一
人
の
み(

出
陣
の
；}
颂
備
そ
な
す
べ
し
。
そ
し
て
そ
の
ぅ
ち
い
ぐ 

へ
パ
—
鄭
富
^
处
⑷
め
^
视
陣
^
翁

!
®:
-
.
;
^
^
^

^'
、
-*
:
^

;

:ス
''
7
ぷ

他

务〈

他
が
へ
 

へ
ク
:'
!
:
% 本^
^
0»:
合
0
:私
^:
じ
<;

、
■■

-r
-
A 

>
が
他
の
も
の
の(

出
陣
の)

準
備
を
な
す
べ
し
。
そ
し
て
い
く
ら
か
富
裕 

:
な
も
め
方
舟
酿
^
る
;̂
、
. 

 ̂

•

;'
,■,人
.ゾ

.ま
た
三
人
居
つ
て
、
そ
の
■一
人
一
人
が
一
フ
丨
フH

も
づ
場
合
に
は
沐
バ 

V 
ニ
人
が一ー1

人
め
の
•も
の
の(

此
陣
，の〕

_
備
を
す
る
6
そ
し
て
そ
の
ぅ
ち 

い
く
ら
か
富
裕
な
も
の
亦
出
陣
す
る
。
•

..
半
フ
ー
フ
'ヱ
を
有
す
る
者
に
つ
い
ズ
は
•、
五
人
が
六
人
か
の
も
の
の 

C
出
陣
の〕

準
够
を
す
る
'0
あ
る
潘
が
'貧
窮
潜
で
あ
り
、
マ
ン
キ
ピ
ア(

#. 

人C
H

o:r
i
g3n))

も
適
當
な
土
地
財
產
を
も
た
な
く
と
も
、
と
に
か
く 

(

五〕

ソ
リ
'K
ス
を
前
ど
り
で
支
拂
い
、
五
人
が
六
人
や
の
も
の
を
^
il
す 

る
"〔

ま

た

そ

の

ば

あ
い
、
ニ
人
が
、
土
地
を
少
し
し
か
も
た
ぬ
こ
と
あ
き

:':: ぶ

か；

らめ諸

»
9̂:
^
&
.一^:
^
量

双

^
へ

c

出
陣
の
3
權
備
を
硬
^̂

/
す

る〕

。
ま
，
た

み

ず

か

ら

進

ん

で

出

陣

す

る

も

の

の

た

め

に

、
何

も

土

地

を

る
。
ま
た
こ
ぅ
■い
つ
た
15
1
を
考
慮
す
る
に
あ
た
つ
て
何
人
も
そ
の

.セ;11

3
.
 

丨
ル
を
み
す
て
て
は
な
ら
な
い
。(

三〕

の
•盗
察
使
やc

-ondictumpja
-

、

.

&

す
る
條
观
は
将
略
す
る
が

'『

ま
た
余
*か
沲
察
使
の
あ
る
漭
は 

一
つ
の
役
の
た
め

2
余

の
»7
サ
ル
.の

ー

人

と

枣

へ

ら

ろ

％
へ
し

』

と
'
の

べ

て
>
 

い
>る

點

で

は

、

ヵ1!
<リ
ツ
ガ
ー
の
ヮ
サ

.ル
陬
係
が

1
：

家

機

拗

の

.中

で

い

か 

に
編
成

-3
.れ
て
い
る
か
を
端
的
に
知
る
こ
土
が
で
き
る

〕

0- (

Y

g
r*

,M
.
b
icu
.
, ^
n-c
+§.
s
.
.
l
3
4
0な
お
こ
の
原
理
は
フ
レ
デ
ガ
一
ル
續
年
代
記 

の omnesleades 
に
姻
ず
る
b (

s
g
J
J
^
p
p
^
o
r
i
L
a
r
L
X
X
I
, 

p
p
.

 

6
3
6
)

 

‘
I
.
- 

, - 

• 

4 

/ 

‘

,考
え
ら
れ
A
が
，、
.ヵ
ロ
リ
'ゾ
ガ
ノ
朝
の
、聖

堂

政

能

や

王

權

伸

軋

の

た

め

の

‘
'

卜._

.
灣

；：；
さ

あ

：ぬ

-
め
：
物

赝

隹_
,
-
^
微
§
奮

發

部

族_
私

撕

_

ぶ
謹 

•
寧 Ailodia,

を

也

擺

し

、
止

揚

し

て

ゆ

'<donatio
.

や PJ.eoar

s*m
,

 
‘ 

V

b
e
n
e

tft
c
i
l
,

 i
m
m
i
m
i
t
a
s

の
^

^

、

ヴ

ィ
リ
カ

チ
オ
ン
•
•ジ
ス
.テ
ム

-

の
.內
部
^
>生
れ

て

，
く
1
中
世
的
個
人
財
^
|の
形
成
を
阻
止
.す
る
霞
民
負

，
'
 

擔
の
成
立
と
'^
の
推
_ ‘(priedrieh 

L
i
i
t
of
q
e
, AgraTverfassun

£r«?,  

w
.'M
.
9
9
0
等
々
を
考
え
る
と
き
、
本
1
ル
の
‘
社

會

の

自

由

な

民

衆 

虫

活

は'、
け

つ

し

、て

經

濟

的

に

自

由

な

も

q

と
は
貢
い
が
た
い
。
ド
ー

, 

•ブ
：

に
よ
る
と

.の
®
,に
斕
す
る
研
究
が
劃
期
的
で
，あ
る

だ
け
に
、
わ

'

;
力
.I
.
ル
大
帝
治
下
の
o
o§
<f
ĉ'
f3
g g

e
m
i
i
s

の
性
格

‘
ゆ

た

か

な

掘

史

、
を

0

に
す
る
わ
け
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
い
わ
ゆ
る
'自
/ 

S

民
の
も
と
で
資
本
主
義
社
會
に
お
け
る
よ
う
な
比
較
的
均
齊
な
$

階 

‘
級

を

そ

の

■
ま

ま

想

定

し

得

な

い

こ

，
と

は

、

u
o
p
s
c
h

が
、D
{ia

■
s
.
w
i
r
t
s
c
h
a
_

 

; sH
e
h
§

'
(
E
n
t
w
i
c
k
l
l
m
g
;
d
e
^

 

K
a
r
o
i
i
n
g
e
r
z
e
i
t
.

 

の

中

で「

一
面 

に
平
等
な
土
地,*
>

P
ま
.り

f 

J
V

丨
フ
不
か
如
ぎ
を
所
有
す
る
餐
民
の
集 

團
が
あ
る
と
と
も
に

〗 …

：
い
，た
る
と
こ
ろ
で
大
小
稱
々
な
土
地
所
有
者
が
' 

ゾ
おった、す

-^
:
わ

ち

地'主

領

中

に

も

，
さ

ま

ざ

ま

の

段

階

が

あ

り

、

ふ

つ

う
 

自

甶

民.の

土

地

所

有

潘

の

間

に

も

、
-
四

フ

ー
、
フ

，
'工

以

上

の

，

㈱

主

も

あ

-れ

-v
a -
g
'
l珠
:;
1-

_
 
エ

玫

.

-
れ
で
い
る
大
地
主
と
均
等
な
自
作
農
と
の
對
立
と
い
う
意
見
は
金
く
誤
謬 

.
人
で
あ
る
。

J,、

(

N
O
.f
i)b' 

v
g
r
'
i
^
d
.
, 

E

§
 

s
. 

w 
>

.

3
 

と
の
べ
て
い
る
と
おり

で

あ各
が
、
わ
れ
わ
れ
に
は
、
‘與
え
ら
れ
た
峙
點 

-に
お
け
る

U
rk

n
n

d
e

n

に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
こ
れk
の
自
由
民
の
社
會

■

P
造
の
發
展
と
と
も
に
い
か
に
變
化
し
た
か
？

っ
•ま
り
そ
の
個
々
の
目®

■ 

民
の
‘法
制
的
な
#

分

が
--
%
‘不
變
ま
た
は
安
锘
し
て
い‘る
場
合
で
さ
え
も
、

:經
濟
.、
社
會
ま
た
は
政
治
の
'變
動
にf

れ
て
相
對
的
な
變
革
を
^
ぬ
が
れ 

-

,;
得
ぬ
と
と
が
問
題
な
の
'で
あ
る
。(

鉱

i6
h

.,E
h

..,:H
I,.  

K
I

P
:

 

,

帶
の 

G
rim

d
h

e
rrJ

ic
h

e

 

T
h

e
o

rie
lB

a
u

e
rJ

ie
h

e

 

T
h

e
o

rie

 

に
^

.
 

す

る
'A

.  

D
o
p
s
c
h
e
,.  

!*
•  

L
c-
.
tof
q
e 

每
の
见
解
-\N

e
o

-
G

n
ln

d
h

?

 

rrlic
h

e

 T
h

e
o

rie

批
判
わ
.

-̂
i
が
熟
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ-；

る
が
ゆ
え

_

; «
«

盤

_

馨

呙

#

_

:

_
で
_

|

日̂

^

_
ぶ

厲
_

の
と
新
1

い
も
の
と
の
念
激
な
交
替
が
生
じ
た
と
し
て
も
必
し
も
社
勢
的

四

九
.

.
'
(一

九
*〕

、
’ 

A
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田

學
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.

•

安

©
が
得
ち
’れ

な

いと
は

が

ぎ
ら
な
いo 

‘だ
が
そ
办.il
m
M'
た
^
が

dl
lff
i
,. 

め
/1
1
1#
^
的̂
廳
カ
を
ぅ
，け

ば

じ

め

た

と

き

も

^
や

個

人

の

不

幸

と

い

ぅ 

よ

り

は

、

，
ラ
ン
ク
社
會
の
莪
盤
そ
の
，も
の
，が

沈

下

し

は

9
め

る

よ

ぅ

に‘ 

，
な

り

、ヵ
ロ
リ
'/
ガ
.
1朝
の

大

伽

藍

も- ^
た
不
安
宠
な
も
の
と
な
る
。
 

•Traditionsurlnllids 

(Dopsch, Ebenda, 

v
q
r

s
.

g

s
o'
7
, 

s

u1 〕

ぶ

话

さ

れ
た
自
由
，民

の

性

格

は

'、
文

書

の

汞

す

性

格

や

，N
i
m
e
-

 

&
c
h
e

 Form, 

け

か

ら

で

は̂
だ

充

分

に

把

握

し

得

な

い

。
そ
れ
ら
：

の
性
格
の
本
質
は
、
個
々
の
自
出
民
の
小
宇
宙
が
、
よ
り
高
次
な
，世
界
a 

* 

ぷ
動
へ
|

七
で
ゆ
く
、
可
能
性
の
全
連
鎖
の
結
節
點
の
脈
動
の
だ
か
で
' 

は
じ
め
て
具
體
化
ず
る
。
與

X.
,ら
れ
次
時
'黯

(

ま

た

，は

ク

卩

ノ
«'
ギ
ッ
シ
.
. 

ュ
な
時
糸
列)

に
お
け
な
膝
史
學
で
の
‘い
わ

ゆ

る

ィ

デ

ア

ル

•

テ
ィ
ブ
ス 

と
、
歷
史
の
現
實
そ
の
•も
の
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
.、
こ
の
よ
ぅ
な
高
次
の

s
y
n

th
e

tis
c

h
e

 

.
な

社

會

集

團

と

 

h
is

to
ris

c
h

e
、In

d
iv

i

&'a
Iit

£a:
t  

に

お
，

' 

;评
名
養

顧

瓶

と

非.观

難

亂

_

お
關
■

餘
■

影
挺
■

けf

 

て
把
握
さ
れ
'ね
ば
な
A
な

い

。(

資
料
の
取
极
ぃ
か
た
乂
-つ
ぃ
て
わ
れ
わ 

れ
は

、w
im

o

 
匁 K

-
o
zn

e

c+s
,  C

o
n

d
itio

n
s

 
©
HJ
g
^
d-
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.-ĝ
J re

s
e

a
rc

h
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J
o

'drnal 

ofthe 

American 

Statistical 

Association, 

N
o
.

- 
VOL 45, March 1

9
5
0

に
き
わ
め
て
灰
く
の
示
唆
を
见
出
す
こ
’ 

と
が
で
き
た
。〕

：

(

可
逆
的
に
言
え
ば
丫
た
と
え
ば
ヵ
ー
ル
の
鉞
冠
が
、

»

1

マ
布
说
に
愁
求
さ
れ
た
と
き
、
ア
ィ
ン
ハ
ル
ト
の
獒
文
だ
げ
で
は
、
そ 

の
本
質
は
把
捉

•さ
れ
な

“
の
で
あ
り
、

ビ
ザ
ン
ッ
や
，ラ
•_ン
ゴ
パ
ル
ド
や
聖 

#

の
政
治
淸
勢
と
そ
れ
ら
の
慾
求
を
ぅ
み

‘出
し
、
行
瑚
に
轉
化
す
る
；

一

 

レ
才
三
把
に
ょ

^
て
集
屮
的
に
表
瑰
さ
れ
た

——

«—

マ
电
妈
た
ち

£0
全

■
 

y

 

' 

,
 

'

、、

五
〇
 

_ 

0
.

九U
)

，

,

.

,

~，

.
-4
-活
七
ゃ
ー
連
の
結
沛
點
の
史
的
權
.造
が
即
題
な
の
.で
あ
汾
0〕

.

,

' 
.

さ
ら
に capitdlare 'Missordm de E

x
e
r

2 ;tu promovendo. 

8
0

8

'v
B
:a;
o
は
日
ば

gM»d
o
m
i
n
i
c
i

が
催
兵
に
あ
た
っ
て
所
辟
す
べ
き 

Brevis c
a
p
i
t
o
s
u

に
っ
い
て
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

•
一
 
ゝ
自
#.(

の
坐
活〕

‘•を
カ
バ
ー
す
る
四
フ
1
.フ
エ

、
も

し

く

は

た

ん

.，：
 

な

る

恩

給

C

へ
.
ネ
.フ

ィ

キ

ィ

ア

〕

で

'カ

バ

ー

さ

れ

る

四

フ

ー

フ

エ
を

有

す 

る
す
べ
て
办
自
敗
民
は
、
自
分
で
X
出
陣
め)

準
傅
を
し
、
i

で
出
陣 

V
,オ
る
。
あ
る
.
は
ま
た
も
し
是
の
自
出
人
の
生
ん
が
出
陣
す
れ
ば
、
‘そ
の 

主
人
.

(

七
二
ョ
ー
ル5

と
と
も
に
、
も
-し
く

は

そ

の

コ

ミ

テ

と

と

も

で

^
.
、 

'

陣

す

る

。
自
’分

で

三

フ

1
フ
エ
.も
つ
て
い
る
も
の
は
、
お
な
^
よ
う
に
ニ 

フ
ー
フ
ヱ
も
つ
て
い
る
も
の
と
一
.緖
に

な

り

、
.そ

の

う

ち

の

一

人

が

出

陣 

し
、
他
の
も
め
が
そ
れ
を
た
す
け
る
パ
肖
分
で
ー
フ
ー
フ
エ
し
か
も
た
ぬ 

も
の
は
、
お
^
!
Cだ
ホ
も
っ
て
い
る
三
人
とI

緖

に

な

り

.、
，
出

陣

す

る

者 

に
助
け
を
.あ
た
え
、
出
陣
者
は
そ
れ
だ
け
の
ニ
と
を
や
る
。
そ
し
て
援
助 

す
る
彐
人
は
家
に
と
ど
ま
る
。(

M

.Q

. ibi<L, S..i37〕
\ 

,

ロ
ー
ト
は
、
こ
のよ
、
う
な
力
ー
ル
.の
眾
制
が
い
が
な
る
過
程
を
た
ど
っ 

て
き
た
.か
に
.っ
.い

て

祥

細

に

分

析

し

て

い

?>
-
。
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V
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L
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x
m
t
e
n
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3
9
2

丨41
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:
s
.
.
:
.

.'.-ソ
ノ.p

.:.

;''.:.

.:,.  

ぐ
、

.

1.'.
あ
：れ
於
れ
^
ハ
.^,
;<
:
_>:
^
^
*%-
時
^
お
^
る
•力
1
.ル
の
酿
兵
が
、
.
.口

，

1
-マ

の
傭
兵
制

.

(

v
g
r

T
h
e
o
d
o
r

 

M
o
m
m
s
e
n
,

 

D
a
s

 

K
r
i
e

oqw
e

s
p

 

K
a
n
d
b
u
.
c
h

 

d
e
r
K

OJm
i
s
c
h
e

 
ガ A

J
t

«>-
r
t
h

atl
n
e
r
.

 

I
l
l
,
2, 

s. 

1
0
7
1

丨

..

.{^
s
v
'と
.い
.か
：
に

こ

と

な

，
つ

•：
て.い

る

か.を

と

れ

に

よ

つ

'
て

知

る

と

と

も

に
 

そ

の

艰

幹

で

あ

る

力

ロ

.:
!
)ン

ガ.丨

朝.の

土

地

制

度

が

ぃ

か

’
に

盛

速

に

展

開

し
で
行
つ
た
か
を
知
る
こ
と
が
飞
き
る
。
い
か
に
非
常
事
態
で
あ
^

と

は

.  

1
:
<え
す
で
に
カ
屮
リ
ン
ガ1
朝
で
は
、
土
地
な
し
の人
々

が
發
生
し
て
き 

た
こ
と
、
ま
た
た
と
ぇ
沁
助
形
式
に
ょ
つ
て
兵
役
の
負
擔
を
カ
バ
ー
し
'^
: 

と
し
七
も
そ
れ
に
は一
矩
の
限
度
が
あ
る
，こ
と
が.や

が

，
て

力
ー
ル
以
後
の 

時
代
に
明
臼
に
な
つ
て:;
<

る
。
事
態
は
す
で
に
力
ー
ル
の
如
き^
す
を
も'

つ
て
し
て
も
兵
役
の
員
ぬ
を
緩
⑽
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
以
上

(

^
o
t
h
,
_ 

i
b
i
d
.
,

 

s. 

4
0
2
-
4
0
3
0

い
か
に
し
て
そ
の
歷
史
の
進
行
を
と
ど
め
得
ょ
ぅ
- 

か
？ 

* 

.

は」

ヵ
.1
.
,ル
-

^

^
' #
が
：ゲ
ー
.兮
0

岗
潋
の
_

塔
^

し
、
ル
ド
ゥ
ィ
ッ
ヒ
敬
虔
王
が
八

一 
一I

年
刺
令(

c
a
p
i
t

fir
a

日i
s
s
o
r
m
n
.

 

8
2
1
，

M

,

p
 

I
l
e
g
u
m
w
e
e
t
i
o

 

w
v 

3630 
で
フ
ラ
ン
，ド
ル
と 
メ 
ナ

ビ
、
 

V

に
.お
け
る(

i
n

 P
l
a
n
d
r
i
s
:

 

e

-c+
'
M
e
n
p
r
i
s
c
o>:

奴
課
た
ち
の〈

s
e
r
*

 

1 

V
O

3
U

0

暴
動
に
つ
い
て
語
つ
て
い
る'の
は
、
力
I 

A
の
政
治
機
構
と
そ 

の
政
策
の
危
機
の
表
現
で
あ
る
。

(

な
おD

a

-He
s
t
e

 

d
e

 

l
a

 

C
h
a
v
a
n
n
e
,

 

K
i
s
t
o
i
r
e

a.
a)
coG

a
s
s
e
s

 

a

crq
-
r
i
c
o
l
e
s
,

 

1
8
5
8
.

邦
課
、
一
ー
〇
五I

•ニ 

o 

A
:
A 對
i!
a

。〕 

.

-

:

 > 

.

:

.

わ
れ
わ
れ
は
力
ー
ル
.の
政
治
機
構
と
そ
の
政
策
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
自 

身
の
立
場
か̂

、■
で

き

ぅ

る

限

か

概

括

啲

に

要

約

し

た

。

そ

れ

，
は

蘇

意

的

な

も

の

で

な
^

^

-

L

Vア

ル

フT 

Zも

F

シ

ヤ

ル.
マ
1」

一
ユ
と
カ
ロ
リ
ン

.

赛

舊
 i

l
;
:
i

九 I 
四

戀

■

*

©

—

令
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

」

A

の

べ

て

，
い

る
事
が
、
小
稿
の
研
究
に
も 

決
走
■的

で

あ

つ

た

か

，
ら

，
で

あ

る

。

 

，

•,
■

’

•

.

/

 

‘

•

'パ

.

.
/
カ
ノ
ル
大
帝
治
下
の

o
o
n
v
e
l
a
t
a
s

 

g
e
n
e
r
a
l
i
s

の
性
格

.

三
：

’

.

'

.

;

:■
■
■:

(  

_';;繼

震
：：

パ.：/
八
し
.

J
:へ';.;:::.

一べ；
6';
.が

.
：
：
.

」
」

、
：
へ
 V

:

へ
.
.

： 

Goss
a
r d

cc>lDucange, C. 259 
は
、Conyentus (

P
;
1039)

に
つ
い
，て
次
の
’ように，のべ
ている。

，
， 

,

.Conventas-:

は
、M

a
l
M
m
,

 Flacitam Dubiicum 
を
意
味
し
、 

ラ
テ
ジl

i

の
語
彙.conventus

は

(

多
少
の
ニ
ユ
ア
ン
ス
は
あ
る
が
.

一
 

織
者)

ギ
リ
シ
ャ
語
の
-ス
ノ
デ
ィ
1
ア
、
ス
ゥ
/
ド
.ス
、
ア
ッ
ゴ
ラ
ァ
、 

ス
ネ
H
Iレ
ウ
シ
ス
、
ア
ッ
ト
ロ
ィ
ソ
スC 『

集
會』)

を
意
味
す
る
。

ア 

レ
マ
ン
ネ
ン
法
典
d-
.c+
.
 

3g
l
,

對
照o 

c
o
n
v
e
n
t
d
s

は
、
古
い
慣
習
に 

し
‘た
が
い
、
す
べ
て
で
一
〇
0
人
か
ら
成
り
、c

o
m
i
t
y

ま
た
は
そ
の 

^
i
sw-
o
,ま
た
はcentenario.

が
出
席
し
て
行
わ
れ
る
。Placiinm 

は
、Sabbatiosabbatam 

(a jewish 

festival 

in October) 

.の
■日
に
、
.ま
た
はc

o
m
e
s

やc
e
n
t
e
n
a
r
h
i
s

が
憤
習
と
し
て
い
る
よ 

V
な
日
に
行
わ
れ
る
。c

a
m
p

fJS.Martii

を
參
照
せ
ら
れ
よ
。

,•
:
.

'
c
a
m
p
u
w
'
.
I
M
F
a
r
t
i
i

 

&
.
.
M
-f
r
J
d
i
i
,
: 

.
v
e
l
,
M
a
g
i
,
'
_
c
o
m
i
t
i
a
'
p
u
b
l
i
c
s
,
:

 

s
e
n

 

g
e
n
e
r
a
l
e
w

r t
o
J
2
<1
0
p

c+
C J
3

«
、
年
の
は
じ
め
ご
ろ
に 

―
<m

o
n
t
h

of M
a
’r
c
K

を
さ
，す

-
フ
ラ
ン
ク
の
初
期
の
3 :
加
部
々
そ
れ
を
行
つ

-た
。
-そ
れ

は

あ

け

は

な

，た

れ

た

原

©
で
陽
光
の
も
と
で
行
わ
れ
た
、
そ
こ 

か
.ら
文

筆

家

に

よ

つ

，て

一

殷

に

o
i
u 

k
a
r
t
i
i

と
呼
ば
れ
る
*J：
う
に

な
つ
た
。

.
ち
よ
う
ど
一
.萍
表
つ
と
す
べ
で
の
^
は
、C

a
m
p
o

 M
a
-

注

0
;に
輝
か
し
い
武
器
を
展
於
す
るP

E
a
n
g
a
e

 (

重

-$
で
、
す
べ
.
 

て
の
武
具
安
つ
け
て
や
つ
•て
く
る
.よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
たOJVEaHs

は
V
異

ノ 

, 

' 

:五一
-
(
1

九
3
 

•



-
n
m

學
會
雜n

笫
.四
十

五

卷

、
第
ゴ
ー
號

<
.

:

敎
の
艰
神
と
信
ぜ
ら
れ
て
い
た
、…

…

。c

ギ
.リ
シ
ア
の
-
含̂

(

へ
シ
す 

’：
ド
ス
：

「
勞

働

と

日

ん

J

ー
四
丑
行〕

ゲ
ぉ
ギ
リ
シ
ア
ん
や
0

1

-マ
^
に
は 

^
•は
、
仕
辦
と
考
"^
ら
れ

-̂
:
い
た
0)

部
^
が 

publiss. malins 

.
 

で
単
神
の
日
^.
す
ご
しV

い
る
と
き
は
、
そ
の
楣
を
と
ら
な
か
つ
た
0

'… 

最
初
.に
卽
位
k

王
族
は
、；x
m神
.の
日
を〕

保
持
し
ヴ
づ
.け
た
が
い
そ

‘
 

の
後
^
神
'の
日
は
s
.

o
o
n
v
e
n
t
u
s

を
指
示
す
る
よ
う
に
な
‘つ
，た
、
ゼ
ピ

*

ソ
が
塡
鞞
の
日
に
言
及
し
て
い
.る
。
.

.
最
後
に
フ
.ラ
ソ
ク
の
，
^aii,

h
a
m
p
T

2s

を

c
o
nventa

M'
と
上
ぶ
よ
う
に
な
り
、
そ
の
ど
き
王
は
、 

'戰

の

，乎

續

き

を

と

る

な

ら

わ

し

と

な

.つ
た
。
つ
‘ま
り
王
.は
こ

0 .
P
PS
-

blicns, C
o
n
v
e
n
t
u
s

で

そ

の
J{
?
.f;
を

閱

見

し

た
0

.

フ 
'レ
デ
ガ
リ
ュ

ゥ
ス
は
、
ピ
_ピ
ン
の
七
六
六
年
に
、
。七
ピ
'/
が

N
i
e
v
®l
rtf
a ,n

r
b
s

に
、 

金

軍

を

ひ

き

い

て

や

つ

，て
き

V
、

そ
こ
で
フ
ラ

y
ク
入
や
そ
の
貴
族
と

-
C
a
m
p
o
M
s
i
d
i
o

のPJacitam

を
も
つ
た
と
つ
，た
え
て
，い
る
。

.

.

そ
の
後
こ
の
よ
う
なc

o
n
v
e
n
e
r
s

は
、
フ
ラ
ン
ク
か
ら
-
A
a
g
J
o
s

に 

つ
た
ゎ
つ
た
0

—
^
<要
、D

u
c
a
n
g
e

は

、
似

上

の

如

く

說

明

し

て

ぃ

:1
颜

塵
1

議

_
1 1

^

巧鏡
：：

観

F
u
s
t
e
J

皆

o
§
l
afc
l
g
e
sは、
さ
す
が
に
こ
.の
間
題
で
も
す
ぐ
れ
た 

#
績

を

示

し

て

い

る

6 

け e I/organisation'judiciaire, dans le 

r
o
y
a
d
m
o

D4

CD
W Francs* chapitr

«>
d3 
8

 

q0
?
o
p
p
p
d

9

 

lajt <
m
a
l

5 rs
>

 
で

彼

は、Histoire institn

ct-io

-yes politiqss 

4(t
>
,
F

 ancienne 
句 rajlce. 1877, pp. 

4
9

3
1

5
0

0 

で

、L
o
d
i
s

tq
fo—

、 

iphen, Barbares, 

1/
organisation 

WOIJtiqss: et 

admiai--

' 

,

’ 

•、 

V
 

- 

’

;i
l
l
' 

' 

c
l
、

九四
：}

s
t
r
a
t
i
v
e

 

&
 r

o
y
a
u
m
®

H»
H
P
§
. 

p
.  

と
同
じ
よ
5-
に
概
括 

的

、に

要

約

し

食

諸

^

^

の

r

つ
の
极
據
を
法
史
學
的
に
展
開
し
て
い
る
。

ク
ー
ラ
ソ
ジ
.ユ
が
と
1

あ

げ

た

問

福

は

、
わ

，
？
^

れ

の

一

つ

の

手

が

か

り

、

一
つ
の’素

材

，
と

し

て

ポ

ジ

テ

.ィ
ヴ
に
う
计
る
必
要
が
あ
ろ
う
。 

y

l
ラ
ン
ジ
ユ
は
、
ゲ
ル
マ

J

ネ
y

の
ド
キ
ユ
メ
ゾ
ト
の
中
で
日
卩
丨 

’
J
d
s
, 

j
d
d
e
x
,

 

r
a
c
h
i
m
b
o
n
r
g

to, 

p
a
l
a
i
s
'

と
よ
’ば
れ
て
い
る
も
の
，を
た 

え

ず

み

う

け

る

が

、

こ

ゎ

ら

，
の

種

々

な

要

素

の

個

々

.の
硏
篼
の
後
に
、
は 

じ
めV

ゝ
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
法
的i

匕
つ
い
て
の
ア
ン
サ'/
ブ
ル
の 

.

一
つ
の
ィ
デ
ー
.を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
べ
て
い
る
。
c
f
b'B
:
,
,で
.■ 

-

3
7
4
〕

(

わ
れ
わ
れ
は
、
ク
ー
ラ
ン
、ジ
ユ
の
.
_
代
の
淤
处
擧
の
手
法
を
い
ま 

.

問
題
^

す
る
の
-
で
は
な
く
.\
ク
~

ラ
ン
、ジ
ユ
が
い
ま
ま
さ
に

#

證
せ
ん
と 

.

し
て
い
る

-対
象
そ
の
も
の
を
叩
餌
に
す
る
。

〕
m

a
l

d
s

と
い
う
®

^
 

は
、
サ
リ
.力
法
典
の
な
か
で
も
す
で
に
し
ば
し
ば
も
ち
い
ら
れ
Y

リ
ダ
ア 

,

-リ
ア
法
典
で
も
若
干
み
う
け
ら
ゎ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
術
語
は
、
ゲ
ル 

.
マ

ー

ネ

ン
CO
-
全
立
法
に
あ
ら
わ
れ
る
の
で
は.な
く
た
だ
フ
ラy
ク
と
い
う 

ダ
■ル
'
1ブ

の

立

法

に

あ

、
ら

わ

れ

る

に

す

ぎ

な

い

。o
b
i
d
j

 

p
*

 

3
7
4
-
3
7
5
)

 

さ
ら
‘に
，ma

l
i
g

は
、
法
の
秧
停
に
關
係
§
ぁ
る
判
決
や
行
爲
が
行
わ
れ 

た
場
合
に
の
み/0
、
い

ら

れ

た

，
に

す

1ぎ

な

い

。

し
.た

が

づ

て

こ

，
の

こ

と

ば

办 

き
そ
に
あ
る
ィ
デ1
は

.、

(

取

の

集

合

と

い

う

よ

う

な

〕

人

.
の^ '
_合
0

ィ

デ 

1

と
い
う
よ
り
は
む
レ
ろ
法
の
ィ
、テI
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は11
耍
な
法 

.

意
す
ベ
き
勸
で
あ
る9
し

た

が

つ

て

日

を

集
^ ,
と
^

す
よ
々
は
、 

裁
判
と
譯
す
方
が
正
し
い
の.で
あ
る
。(

I

.

,
 p:

1

W

し
‘か

しm
a
-

 

H
d
s 

と
い
う
敦
現
が
、
サ
リ
カ
法
典
で
三
度
、

j
p
o
r
m
d
I
a

の

中

で

，は

も

つ
と
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；
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ぱ
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。
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p
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。
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す
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ら
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初
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史
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な
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；
ブ

3
8
9〕

自
已
の
窻
觅
を
赏
微
し
、

は
、
裁
判
十
る
集 

會

を

意

味

せ

ず

、

裁
！
：

す

る

場

所

を

意

味

^

た
と
の
パ(

i
b
i
d
”，

p
.
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範
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憎
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。
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濟
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史
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萊
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述
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伸
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f
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排
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問
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史
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懿
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。
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す
る
....：：.
...

と

し

て
、
、
ソ
ラX

ク

のc
a
w
i
t
a
l
a
r
e

が

口

ー

マ
法
に
お
、け

る

よ
，

う
^
.
d*
s
. 

et 

L
e
x

 (
L
u
d
w
i
g

 Miit

2 ;s, n
osmisches. Privatre 

cht. s. 32
〕

•の
拙
格
を
も
た
な
か
つ
た
こ
と
を
も
梦
慮
し
た
い

•

ト
ウ
キ
.
ユ

ウデ
ィ
デ
ス
や
へ
ロ
ド
ト
ス
が
示
し
た
史
學
の
ニ
つ
の
ジ
，
ャ 

ゾ
ル
を
規
布
の
％
階
で
成
長
さ
せ
る
ゼ
め
に
、

わ
れ
わ
れ
は
、

s ^
g
n
e
, 

ibid..,..C
IV

3
9
す

.

『

ホ
、.
V

•力
/-*.

ル
.王
.：-は

.
、
；
ウ
.
.す
、ル.
マ
.4 '
ア
.市
.で
段
衆
め
.
.
.. 

總
#
を
も
つ
fe
-
o 

j

 J
,

ル
r
,
v
ィ
•ッ
t
王
i

^ :
族
た
ち
は
、

セ
ブ
テ
-
^
マ
ニ 

ア
の
地
で
總
#

を〔

行
う
ょ
う
に〕

记
め
た
、…

.
：

j
『

ル
ド
ウ
パ
ッ
ヒ
王 

は
た
し
か
に
そ
の

印(

七
九
0
/*
牛〕

.に
ト
ロ
，、サ
で
總
會
を
も
つ
た0

』

等
に 

あ
ら
^

れ
て
く
る
力
ロ
リ
シ
ガ.1
の

o
o
n
v
e
n
t
u
s

 g
e
n
e
r
a
H
s

 

■の

性

格
. 

を
記
述
し
な
が
ら
求
め
て
ゆ
く
。
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を
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る

.

.

‘

、

五

西

C
1

九
六〕

.

の
で
あ
る
が
力
一
ル
の
、時
代
に
ば
、
部
王
の
3 1

'
國

か

ら

も

は

や

眞

の

?

某 

-

的
國
家
の
内
容
と
形
式
を
そ
な
え
た
も
の
に
轉
低
し
、
人
段
の
發
鼠
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を
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問
題
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問
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摘
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さ
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猶
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(
M
a
g
i
i

o
i

p

u

^g
^.
J 

と
呼
ば
^
る 

:
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に
な
っ
た
.0
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C
o
n
v
e
n
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e
n
e
r
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p
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力
ー
ル
大
帝
沿
下
の

C
o
n
v
e
n
t
u
s

 

g
e
n
e
r
a
l
i
s

の
件
格

呼

±*
れ
て
レ
た
。
そ
し
て
も
と
も
とA

d
s
t
r
a
s
i
a

の
み
で
な
く 

N
e
u
-

 

.
sc+
r
l
a
, 

B
d
r
g
r
m
d

,
:にも
お
こ
な
：わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
後
の
兩
國
で
は 

す

た

れ

て

し

ま

，つ

.た
。
 

' 

,

,

,

 ̂
0
0
5
0M
&
W 

.と
^

ば
れ
た
の

ぬ
、
そ
れ
を
構
成
す
る
メ
ゾ‘パ

ー

バ
民
ゴ
0
が
自
由
な
人
民(p

o
p
a
u
s
)

 „ 

か
ら
成
つ
て
い
た
た
め
で
あ
つ
た
。
し
か
し
そ
れ
が
、
武
器
を
た
，ず
さ
え 

‘て
召
集
さ
れ
た
す
ベ
也
の
自
由
民
を
包
含
す
る
«t
>
ぅ
な
初
期
の
總
會
に
お 

い
て
.さ
え
、
そ
の
レ
ゥ
デX
を
し
た
が
え
た
貴̂

(

/ '
ビ
レ
ス〕

の
親
隞
.
 

會
の
よ
ぅ
な
.f
の
で
あ
つ
た
。
そ
じ
て
そ
の
主
長
た
ち
だ
け
が
、
.論
議
し 

あ
.つ
：た
.
;0
ク
■ロ
.タ，

,1
:ル
：'ニ
 

世

(

六
'一
 

I
.
I
T
六 
二 

一..一.年 

V.や
.，.タ
 

n  

...へ
ル
.

>
.. 

(

六
”一
rr
了
六
三
八
$ -
の
.も
.と

で

、

こ

の
#'
合

の

軍

事

的

性

格

が

漸

次

ぅ
 

し
^-
わ
れ
て
ゅ
き
、
こ
の
會
合
は
、
ま
す
ま
す
人
民
や
同
敎
た
ち
の
問
輝 

を
論
議
す
る
よ
ぅ
に
な
つ
た。
，

»

V 

•

か
1 /
ル
•の
も
と
で
は
、
.君
主
と
人
段
と
の
國
取
上
の
懸
隔
は
さ
ら
に
い 

ち
じ
る
し
く
なり
、，
總
會
が
、
軍
事
的
な
大
$」

民
衆
と
と
も
に
は
办
る 

よ
ぅ
か
內
容
を
も
つ-こ
.と
が
で
き
ず
、'
一
 

つ
の
懷
式
的
な
も
の
に
ま
で
轉 

化
し
で
し
ま
'い
へ
ル
ド
ゥ
ィ
ッ

ヒ
敬
虔
玉
や
ヵ
ー
ル
類
王
め
と
き
に
は
、： 

も
は
や
li
t

よ

ぅ

な

軍

事

的

衣

意

扇

は

ま

，
つ

た
く
，
な

く

な

つy

L
ま

つ
た
。

_、
.だ
が
反
面
力
ー
ル
ゆ
政
治
を
さ
さ
え
た
も
の
は
、
ロ
V
マ
の
よ
う
に
い
か
、
.

.

‘
し
，
い
政
治
機
構
に
知
る
の
；
で

：

^
く
、
在
櫸
と
民
衆
の
間
の
こ
-の
お
ぅ 

,
な
彈
ガ
的
な
社
會
的# '
由
と
そ

'、

d
i

魔
的
な
甚
盤
に
％
つ

ち

ま#
は
‘
、

. 

あ
け
は
な
'た
れ
た
屋
外
で
お
こ
な
わ
ゎ
，、
繪
畫
的
な
光
景
を
i

し
た
に 

そ
ぅ
い
な
い
。
會_
の
生
客
は
、.幾
百
人
も
の
部
下
をf
え
た
主
提
、
方
.

■
 
_ 

五
五
‘ 

(

f
V L

さ
へ
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Hlr
J

^
科
雜
誌
第
四
十
五̂

第
一
3

.伯
や

遨

職

者

か
'̂
成

^

、
、
玉

月,^
陽

光

を

う

け

て

そ

の

、衣

裳

は

、

う

.つ
く
：
 

し
い
日

i
,m
t
ior
を
な
し
て
\;
'
た
と
お
も
.わ
わ
る
。
パ

’
' 

,
0

S

に
は
n
og '
e
s
た
ち
だ
げ
が
加
わ
り
、
こ
の
人
た
ち
し
か
意
觅
を

■ 

-の
べ
る
.
こ
と
が
ゆ
る
さ
わ
な
か
つ
た
。
次
だ
形
式
上
は
、
從
ぇ
て
奪
た

'ヮ
，
 

サ
ル
や
ア
ン
ト
ル
ス
チ
ォ
ネ
，ス
の
意
見
を
豫
め
確
め
、
C

れ
を
代
議
す
る： 

と
い
う
と
と.に
な
つ
て
い
た
？
し
か
し
カ̂
.ル

個

人

と

し
(:
^-
、

の 

沖

に

ス

り、' 

1

A

I人

し

、
た

し

く

質

間

し

、
，，
若

者

た

ち

に

t

几
談
を
と
ば
し 

不
平
を
き
い
た
ヶ
.々は
げ
ま
し
た
り
し
た
。
力
ー
ル
が
人
氣
を
ま
じ
た
现 

m

の
一
つ
は
た
丄
か
に
こ
こ
に
も
あ
つ
た
と
お
も
わ
れ
る
。

•

■ま
ざ
し
く
力
ー
ル
ば
、
君
主
で
あ
を
と
と
も
に
、ん
民
の
、セ
二
ョ
I
ル
で

_
|
•と
ハ
う
贏
が
、
そ
の
鳌
の
上S
舍
普
及
し
た
し
、
行
政I 

に
も
こ
の
ょ
ヶ
な
階
級
構
成
と
政
體
の
有
機
的
發
現
、と
し
て
の
㈣
罾
が
、

ヮ

サ

ル

關

係

，
の

統

制

隞

化

や

私

的

J
サ
，
ル

制

度

を

極

度

に

活

用

し

た

眾

制
 

や

行

政cx
£
l
~

の

獨

自

な

關

，係

を

う

み

だ

し

た

事

が

㈱
㈱さ
れ

る©'
聖 

轉

の
P
治

に

つ

い

て

も

ま

た

そ

の

例

外

で

な

’
か

つ

た

こ

と

は

聖

職

密

た

ち 

や
宗
敎
會
議
に
册
オ
る
諸
勅
令
に
ょ
つ
.て
確
認
し
う
る
ど
こ
ろ
で
あ
る
。
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の
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入

門

經

濟

學

叢

書

~ 

■

(
T
H
E

 E
C
O
N
O
M
I
C
S

 H
A
N
D
B
O
O
K

 

S
E
R
I
E
S
)

よ

り

• 

，
 

\

へ■
 

ノ
 
•'.
.. 

ニ..-
 

.
 

•
 

•
 

»
•

.
 

■
 

:• 

' 

,
 

•- 

- 

.

....

' 

.='
 

.

本

叢

書
！

i

つ
い
て

,
:
,
.
'
,
’
.
，

'M
-^
^

^
'v
-
^
f間
.の
.場
合
.は
、
紐

ネ
ル
ギ
ー
と
、
そ
れ
を
^
^
fる
太

め

に

費

さ

れ

，る
エ
、
ネ

ル

ギ

ー

と

の

間 

の
构
衡
が
、
こ
と
-(
0
ほ
か
大
切
;̂
'
あ

る

よ

ぅ

に

思

わ

れ

る
0
如
可
に
儘
\

.

た

蠢

で

あ
-つ
て
も
、
狹
く_

の
塔
に
の
み
局
限
さ
れ•て
市
井
人
の
間.
. 

を

ゆ

た

か

に

灌

概

す

る

こ

と

，
が

な

い

な

ら

ば

ヽ

そ

れ

は

所

詮

不

宅

で

あ

ヵ
 

不
生
產
的
で̂

'り
本
來
め
機
能
を
果
さ
ぬ;%
'

の
と
！

な
け
れ
ば
な
ら
ょ

徽

な

進
- ®
-
、と
は
、
や
や
も
す
れ
ば
經
濟
歡
蜜
を
し
で
ま
す
ま
す
谷
個
の
專 

>

門
的
な
硏
究
に0
み
誘
い
、
自
己
の
ァ
ィ
デ
ィ
ァ

’
を
普
及
せ
し
.め
る
志
向 

を
蒸
發
さ
せ
て
ゆ
く
と
と
ん
に
、
他
方
市
^
;
人
教
化
の
知
全
り
に
も
大
き
，
 

な
部
分
を
安
易
にp

資
格
な
敎
科
霧
き
に
の
ん
委
ね
て
ゆ
.ぐ
燦
勢
を
生 

丨
み
出
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
へ

j

の

學

問

の

本

來

の

生

命

に

立

戾

つ

.
で

考

え 

る
.な
ら
ば
、
こ
の
ょ
ぅ
な
事
態
の
改
善
こ
そ
4 ;
日
の
學
界
に
耍
求
さ
れ
て 

い
る
最
'4
大
き
な
課
題
の
一づ
.で
あ
る
匕
言
う
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ

る
0 

,
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. 

, 

入
€
1經
濟
學
叢
窗
Q

ぼ 

E
c
o
n
o
m
i
c
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H
a
n
d
b
o
o
k
,

 

s
e
r
i
e
s
)

の
名
の
下
に
公
刊
さ
九
る
り
本
歡書
は

、

T
メ
リ
力
合
衆
國
に
资
い
て
、
 

■
何
よ
り
も
か
：か
る弊
害
：
の
克
服
を
目
指
し
て
誕
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
編 

集
渚

セ
イ
モ
ア
•
パ
リ
ス
•敎
授
の
言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、
本
叢
截
に
於 

'̂
そ

は

サ

馨

の

截

与

め

往

務

は̂
學

間

ぬ

重

實

新

潜

與

先

な

す

也

ぃ

：
：
：
、
： 

う
こ
と
よ
り
も
む
し
ろ學

ぎ
と
し
て
％
彼
の
業
績
が
敎
室
の
中
だ
竹
で
は 

な
く
外
部
の
1|
*
:界

に

も

及

ぶ

か

ぎ

り

厲

巩

に

'
擴

つ

て

ゆ

く

よ
，̂
な
仕
方
で

ア
'メ
リ
ガ
經
濟
學
界
第
一
流
の
權
威
舀
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
南
家
藥
観
中
の
も 

’の
-之
な
つ
•て
い
る
i

問
題
を
把
え
.て
、
そ
のH

ッ
セ
'
,
'/
ス

を

誰

に

で

も 

分
る
よ
う
仏
形'で
提
供
し
よ
6

と
い
う
の
で
あ
る
。
，取
め
る
と
こ
ろ
は
約 

ニ
十
五
册
、
そ
の
內
界
と
し
て
，は
、
旣
に
公
け
に
さ
れ

.た
フ
ー
バ
ー『

經 

濟

活

選

め

：

■

還

理

論

載

政

^

®

、
：
_

_

ー 

變

會

由

義

J

装

—

及

他

：
義■

與

ぼ

め®

動

馨

通

光

免

安

戈

：
，： 
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6

名
■

悴
ぼ
、
囊
般
經
濟
理
諭
筇̂

へ
# 

■.
■

■
_
値

道

：ぴ

菌

の

警§:
巍

_

講

(

纖

理.

■
濟
■

沒
耗
：|之
,
の
貨
膽1
經
備
學
湖::
1

說
^
:̂

1
4
1濟
晨
で
雠
谓
，
馨

斿

參

諸
■
:t
_
f:
_
l猜
«

囊

環

rl -
靈

舊
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_

_顆

_

證

_

_
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藝

;
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■

讓

!

■

!
蓄

_
■

■
裏

靜

1

■

象

截

ン 

_

_

遍

憑

學

■

連

濯

ッ

讓

_

^

メ
イ
ソ
ゾ
のr

龍
樂
紐
織
諭』

、
ベ
イ
力
1

、
ヒ
ル
お
よ
び
力
ニ
ン
ガ
ム
の 

,

:

本
锻
钱
に
っ
ぃ
て

-

/
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■

交
通
疆
學

|
馨

：;'
:
>
:更

耙

顧

濟

史

：
の
：
部

門

：
通

:^
>

^
束
>

^

^

リ
カ
.經
濟
史j

を
、

.ロ
ス
ト
フ
.が
へ『

ョ
I
F
ッ
パ
經
濟
£

を
、
.と
い
t
 

;
周
到
さ
で
も
る
ゲ
そ
の'ほ
如
編
集
者
ハ
リ
ス
自
身
が

『

社
，會
保
障
の
經
濟 

‘
學j

 

•を
書
，き
、’
が
た
ア
ブ
•
ラ
ム
，
バ
ア
グ
ソ
ン
が
そ
の
得
意
と
す
る

『

ソ 

.

、、ゥ
X

ト
經
濟
@ -
j

を
，分
擔
す
る
な
ど
と
い
ぅ
こ
と
も
附
け
加
.え
ら
れ
て
お
. 

い
て
上
い
で
あ
ろ
ぅ0'
た
だ
本
來
の
ス
ヶ
ジ
ュ
ー
ル
の
ぅ
ち
シ
ユ
ム
べ
ー

_

: ^
1

%.
办
瘡
_

_

权
1

:1

馨

餐

馨

眷
^

こ
の
顼
學
の.突
然
，の
死
に
、ょ
っ
.て
も
は
や
わ
れ
わ
れ
の
手
に
し
得
る
機
會 

を
永
久
に
失
っ
た
で
あ
ろ̂■'こ
と
は
か
え
す
が
え
す
も
殘
念
な
こ
と
で
あ

る
。
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叢
書
.に

：
脱̂&

■

書

胸

：
は

奮̂
_
着

0
顏

 

,
，
手
頃
ぶ
長
さ
で
書
か
れ
、

一
年
に
數
册
ず
.っ
.約
四
へ
五
ヶ
年
に
！

っ

て

册.

‘
行
さ
れ
る
豫
记
に
な
っ

v

い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
以
下
與
え
ら
れ
た
紙
商
を
' * 

i

利
用
し
七
、
本
叢
書
の
中
今
囘
公
け
に
さ
れ
た

 
1ー
ー
册
の6
刊
書
の
書
評
を

經
濟
學』

、
ゾ
，
.-
C

リ
ン
グ
の
.『

國
民
所
得
解
析

』

が
す
な
わ
ち
そ
れ
で
あ 

る
o
.こ

れ

ら

の® -
評
'に

戈

入

る

に

兜

立

，
っ

，て

、

以

上

め

.短
、い
紹
介
の
言
葉 

が
、
，本
叢
書
，の
意
義
を
多
少
と
も
明
ら
か
に
な
し
馮
た
な
ら
ば
幸
い
で
ふ

. 

る
。

• 

.、、：
 

•

'

.

-

,

人

•
’

パ
福
岡
記〕

.

.

參
彩
ま
で
.に
本
叢
1®
所
省
の
各
卷
の
原
醫
名
を
在
に
，揭
げ
て
お
く
。

也
の
^

*
印
の
も
の
の
み
が
旣
刊
で•$
>
,る
。
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